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5. 精神疾患新来の季節性について
大津正典，清水 哲，鈴木高彦，
矢崎光保(神経科)
池田 博(池田病院〉
千大精神科新来統計を資料として新来季節性を検
討し，更に操うつ病 626例に就て発病月度を推定し
受診のそれと比較した。
1.昭和 11年来総患者受診季節分布は略々同じパ 
ターンを以て経過した。 2.受診のピークは，分裂病 
早春，牒うつ病6月，神経症群 7，8月，てんかん群 
1，2，3月である。 3.農業対非農群の対比では， 4， 
5，6月lζ前者の著明な欠落をみる。 4. 月次毎新来 
数の変異係数をみるに， 内因群く神経症群， 男子 
く女子，農業〉非農，青壮年く高令，等であっ 
Tこ。 5.変異係数は全群托於いて逐年的に減少しつつ 
あり，之は軽症者受診増加(受診度向上)~乙対応す 
るものと考えられた。 6. 操うつ病発病推定と，同
じく受診を比較し，後者の季節差が，前者のそれを
原型とある事を認めた。 7. 実際の発病季節性の他
に，新来季節性を規定する諸因子を慨略考察し，今
後受診季節差の縮少化の進行を予測した。
6. 精神疾患新来時年令分布並びにその時代的変
動上の所見
大津正典，木村泰人(神経科)
後藤五郎(後藤病院)
浅井利男(浅井病院)
昭和 11年以降 25年間の千大精神科初診統計を資
料とし上掲の点を検討し次の知見を得た。1. 新来
年令分布応対する戦争の影響，或は昨今の受診度向
上に伴なう変動等を観察した。 2. 壮年優位型をみ
るは精神疾患統計の通例であるが，最近小児及び高
令者受診増加が相対的に著じるしく，急峻型よりの
平坦化が進行して居る。 3. 分裂病初診年令分布及
びその性差l乙就き，発病年令推定より得て居る知見 
に略々合致する結果を得た。本群に於ても初診の早
期化が見られ，更に施設外患者の余命延長を示唆す
る所見を得た。 4.牒うつ病発症年令分布上 30才近
辺を鞍部とする双峯性を見た。 5. 神経症各類型に 
てんか6.こ。T就き比較するに，可成の分布差を見 
ん群を初発作年令統計と比較。時代的には小児の 
他，高令晩発初診の増加を見た。 7. 本邦自殺年令
を，本統計うつ及び神経衰弱状態と比較し，統計上 
斯かる角度からは両者の明確な関連性は見られなか
った。
7. 分裂病の寛解状態におけるロールシヤッハ所
見について 
0佐藤尚信，天野富馨，
野中義二郎(千葉大神経)
式場隆三郎(式場病院)
分裂病の完全寛解の状態にある者 20例を A群，
現在明らかに分裂病の諸症状の認められる者 20例
をB群，正常者20例を C群として，それぞれロー
jレシヤッハテストを施行した。各群について項目毎
K平均値をとって比較すると， 
① A群， B群の聞に有意の差があるものは， 
Rej.，Dm %， S %， P，W-%，L1%， B. R. S.， 
R.S.S.等であり，
② A群， C群の聞に有意の差があるものは， R， 
Rej. W %， Dm %， S %， M，FM，F %， c，l'C， 
A %， R+ %， W -%， L1%， B.R. S.，B.S. S.， 
等であった。
この結果から A群は B群に比較し，より良く統合
され，現実に対してより良い適応状態にあると云え
る。しかし， C群と比較すると，その適応状態は白
由さに欠け，形式的で，不安定な感を受ける。更に 
叉， A群は B群に較べても，精神内界の活発さにお
いて劣っているように思われる。 
8. 精神療法に於ける導入期の諸問題 
0野沢栄司，佐藤尚信，
遊佐 弘，別所一男(千大神経〉
諏訪敬三郎(中村病院)
我々は自由連想法による精神分析療法を中心とし
て，主として神経症患者の精神療法を行っている
が，今回は 8例の患者につき，此れを治療が成功し
終結したか，或いは進行中のものA群と，治療が中
断したものB群とに分け，その各4例について，導
入期の諸要素を検討して次の様な結果を得た。
1) 治療に対する抵抗の強い患者応対してはより
慎重な導入準備の技法が望ましく，治療的協力関係
形成のために，より積極的，支持的な技法が必要で
ある。
2) 治療者，患者聞の治療に対する期待，思惑の
相違を早期に是正するとと。
3) 患者のパースナリテイの理解と適応性の慎重
な吟味検討がなされることが望ましい。
4) 精神療法の適応・不適応の判定は従来の疾病
分類とは異った精神力動的視点に立つものであり，
その検討は従来の神経症の理解に新らしい視点、を与
